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地
元
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
に
と

っ
て
、
消
防
団
は
な
じ
み
深
い
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

う
で
な
い
私
達
に
は
初
め
て
知
る

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
地
域
は
こ

う
し
て
火
災
や
災
害
か
ら
守
ら
れ

て
い
る
の
で
す
ね
。

災
害
時
に
は
隣
近
所
や
地
域
の

人
々
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ふ

だ
ん
か
ら
、
地
域
は
自
分
達
で
守

ろ
と
い
う
気
持
ち
を
み
ん
な
が
持

ち
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

【
い
な
が
わ
特
派
員
】

消
防
団
の
始
ま
り
は
、
江
戸
時

代
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
こ
の
時

代
、
街
の
過
密
化
が
一
気
に
進
み

「
火
事
と
け
ん
か
は
江
戸
の
華
」
と

た
と
え
ら
れ
る
ほ
ど
、
江
戸
の
町

で
は
火
災
が
多
発
し
ま
し
た
。

享
保
３
年
（
１
７
１
３
年
）
８

代
将
軍
徳
川
吉
宗
の
命
を
受
け
た
、

江
戸
南
町
奉
行
大
岡
越
前
守
忠
相

が
、
町
民
の
た
め
の
本
格
的
な
消
防

組
織
と
し
て
「
町
火
消
し
」
を
創
設
。

時
代
劇
で
有
名
な
「
い
ろ
は
48
組
」

が
こ
れ
に
あ
た
り
、
現
在
の
消
防
団

の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
は
「
自
分
達
の
地
域
は

自
分
達
の
手
で
守
ろ
う
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
地
域
の
有
志
に
よ

っ
て
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
的
性
格
の
強
い
組
織
で

す
が
、
消
防
署
と
並
ぶ
市
町
村
の

公
的
な
消
防
機
関
で
す
。
団
員
は

ふ
だ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
従

事
す
る
一
方
、
火
災
・
災
害
の
発

生
時
、
訓
練
・
災
害
警
戒
時
に
出

動
す
る
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で

も
あ
り
ま
す
。

猪
名
川
町
の
消
防
団
は
、
昭
和

14
年
、
中
谷
村
、
六
瀬
村
警
防
団

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
で

は
５
０
０
人
の
団
員
が
、
31
分
団

に
分
か
れ
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
分
団
で
は
、
小
型
動
力

ポ
ン
プ
付
積
載
車
を
保
有
し
、
日

頃
か
ら
訓
練
・
点
検
な
ど
を
行
い
、

非
常
時
に
備
え
て
い
ま
す
。
火

災
・
災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
は
、

地
域
以
外
の
分
団
が
、
応
援
体
制

を
と
っ
て
出
動
す
る
こ
と
も
あ
り
、

消
防
団
は
消
防
署
と
と
も
に
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
す
。
ま

た
、
猪
名
川
町
の
新
興
住
宅
地
に

は
消
防
分
団
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

火
災
な
ど
が
発
生
し
た
時
に
は
、

近
隣
の
消
防
分
団
が
消
火
活
動
に

あ
た
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。

私
が
入
団
し
た
頃
は
「
村
の
男

は
地
域
の
た
め
に
消
防
団
に
入
っ

て
や
っ
と
一
人
前
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
時
代
で
し
た
。
私
も
当
然

の
よ
う
に
入
団
し
、
今
年
で
35
年

目
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
、
人
そ

れ
ぞ
れ
価
値
観
も
変
わ
り
、
団
員

の
確
保
も
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
自
分
の
地
域
を
自
分
達

で
守
る
と
い
う
意
識
は
絶
対
に
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
ま

た
、
消
防
団
は
組
織
で
活
動
す
る

た
め
、
規
律
と
秩
序
が
重
要
で
す
。

今
後
、
今
ま
で
以
上
に
こ
れ
ら

を
高
め
る
訓
練
を
行
い
、
団
員
の

士
気
を
上
げ
、
活
動
中
の
け
が
や

事
故
防
止
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
ん
な
団

員
を
見
て
町
民
の
皆
さ
ん
も
防

火
・
防
災
の
意
識
を
高
め
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

まず大声で家族や近隣の人に知らせまし

ょう。恐怖で声が出ない場合は、鍋や缶を

たたいて大きな音で知らせます。

初期消火の限界は、一般的に「天井に火

が届くまで」と言われています。わずか１

～２分の間ですが、この間に消火できれば

火災を食い止めることができます。

《消火方法の例》
ストーブ・・・消火器がない場合は、濡れ

シーツで覆いさらに水をかけて消火（完全

に火が消えるまでは、シーツをめくらない

こと）

カーテン・・・引きちぎってから消火（炎

が上に燃え上がるのを防ぐ）

ふすま・・・蹴り倒し

てから消火

着 衣 に 火 が つ い た

ら・・・地面に横にな

って、転がるようにし

て消す。立ったままだ

と勢いよく上に燃え広

がり、全身やけどにな

ってしまう

※いずれも基本的には

消火器を使います。初

期消火ができないと判

断したら避難し、速や

かに119番通報を！

もしあなたの家で火がでたら！

北田原分団は、団員2 1人中

大半が2 0代から3 0代前半とい

う若々しい分団です。分団長

の有家さんは「みんな自主的

に活動しますし、仲間意識が

強くまとまっていますよ」と、

胸をはります。

２月８日、分団による北田

原の田んぼのあぜ焼きが行わ

れました。あぜ焼きは火を使うことから危険を考慮して、

自治会が分団に依頼するようになったもので、毎年恒例の行事。

今年も早朝から団員が集合しました。風向きに注意しながら団員

が灯油を入れた竹筒で草に火をつけると、あぜが赤く燃え出し白

い煙が大きく上っていきました。

杤木分団と共に杤原と木間

生地区を火災から守っている

のが杤木婦人防火クラブ2 2人

です。これは、昼間地域にい

るのは女性が多いという実情

から、婦人会を母体として生

まれたもので、町内には他にも東山と杉生北の２つがあります。

２月８日、朝８時から、分団による定期点検と併せて婦人防火

クラブのポンプの点検が行われました。今回参加された２人は

「家に消火器を置くことは、防火の基本です。消火訓練のときなど

に、実際に使ってみるといいですよ」と語られました。

２月３日の朝、島分団は

ポンプ車の定期点検を行い

ました。川から水をポンプ

で吸い上げ実際に放水する

という月２回の点検は、い

ざという時に備えての大切

な訓練でもあります。島で

は、２月に２回火事が発生。

幸い、消防署と消防団によ

る敏速な消火活動により類焼には至りませんでした。

島分団は総勢1 6人で活動を行っており、半数は転入者で

す。５年前、尼崎から越してきた藤本さん（写真左）も

その一人。「地元の人と交流できるし、友達もできて楽しいですよ」

と、意欲的に分団の活動に取り組んでおられました。
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�
出
初
式
で
行
わ
れ
た
、
消
防
団
に
よ
る
一
斉
放
水


